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柏木です。 

それでは、お手元の資料にそって、2015年3月期、第3四半期決算についてご説明

いたします。 

  

2ページをご覧ください。 
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まず、第1四半期から第3四半期の累計ですが、収益は1兆1,697億円、税前利益は2,418億円、当

期純利益は1,428億円となり、好調だった昨年同期に次ぐ、高い利益水準を確保しました。 

資金の流入にマーケット要因が加わり、営業部門の顧客資産残高は100兆円を突破、アセット・マ

ネジメント部門でも運用資産残高は過去最高を更新しました。 

第3四半期の決算は、 

 収益が4,250億円、前期比14%の増収 

 税前利益は1,161億円、前期比57%の増益 

 当期純利益は700億円、前期比32%の増益 

 年率換算したROEは10.6% 

 EPSは18円72銭となり、前期比、前年同期比ともに増収・増益となりました。  

3セグメント合計の税前利益は603億円、前期比13%の減益。 

営業部門、アセット・マネジメント部門の業績は極めて好調でしたが、欧州・米州のフィクスト・インカ

ムが振るわず、ホールセール部門の収益性が大幅に悪化しました。  

セグメント「その他」の税前利益が448億円、投資持分証券の評価益が110億円と、全社の利益を

押し上げる要因となっています。円安の進行や株価上昇を受けて保有株式の時価が上昇したこと、

また、クレジット・スプレッドの変化に起因する利益などが貢献しました。 
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また本日、取得株数の上限を4,000万株、取得総額300億円を上限とする自己株式の取得を決

議いたしました。 

昨年10月に発表した、上限4,000万株、280億円の自己株式の取得は、11月13日から1月16日

の期間で約1,520万株、金額にして102億円で終了しました。前回、自己株式の取得を決定した

背景は、資本水準に余裕があり、株価が割安だと判断したからです。株価へのインパクトを極力

おさえるため、取得価格と一日当たりの取得株数に一定の制限を設けて、信託銀行に委託しまし

たが、10月31日に、日銀の追加金融緩和決定があり、当社株価が想定したより高めに推移した

ため、結果的に上限に達することなく、終了しました。 

  

本日決議した自己株式の取得は、前回の積み残しである約2,500万株に、1,500万株を加えた

4,000万株を上限にします。 

この4,000万株のうち500万株程度は、将来的に行使されるストックオプションに充当する分です。

残りの3,500万株程度については、さまざまな資本政策の選択肢に対して、機動的かつ柔軟に活

用していきたいと考えています。 

  

4ページをご覧ください。 
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先ほど申し上げました、セグメント「その他」の税前利益448億円について、下のボッ

クスで補足しています。 

まず、関連会社損益の持分額が182億円と、通常より大きく出ています。これは、関

連会社が保有する有価証券で大きめな評価益が計上されたためです。 

また、「自社およびカウンター・パーティのクレジット・スプレッドの変化に起因する利

益」は89億円。そして、保有する足利ホールディングス株式の評価益として、99億円

を計上しました。 

  

それでは、各ビジネスの業績に移ります。5ページをご覧ください。 
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最初に営業部門ですが、日銀の追加金融緩和等を受けた株価の上昇や、プライマリー

案件の増加を背景に、株式が好調でした。また、投資一任や保険も好調に推移し、下

段にありますように、総募集買付額は前期比で13%増加しました。 

相場上昇を受け、利食い売りも多く、現金本券差引は1,766億円のプラスと少なめでし

たが、12月末の顧客資産残高は、マーケット要因もあり、過去最高の104兆8,000億円

まで積み上がっています。 

収益は1,288億円、前期比9%の増収 

税前利益は505億円、前期比30%の増益、これは、昨年第1四半期に次ぐ高い利益水

準です。 
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6ページにありますように、投資一任純増や保険販売額は、ビジネスモデルの変革

に着手して以来、最高の水準です。 

第3四半期のストック収入は166億円、これを年率換算すると657億円となり、2016

年3月期の目標である696億円も視野に入ってきました。 

  

次にアセット・マネジメント部門です。 7ページをご覧下さい。 
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収益は234億円、前期比で8%の増収 

税前利益は93億円と、2007年7-9月期以降の最高益を達成しました。 

 

投資一任向け商品などに資金が流入し、市場要因も追い風となって、12月末の運

用資産残高は過去最高の37兆7,000億円となりました。 

 

投信ビジネスでは、私募投信の販売が好調で、ファンドラップ、SMA専用投信と同

様に、残高が積み上がっています。 

投資顧問ビジネスでは、欧州統一規格であるUCITS適合ファンドを通じて、海外の

ビジネスが広がってきています。欧州域外では、従来のアジアに加え、今回、新た

にチリやメキシコの年金基金から運用受託するなど、地域、顧客層ともに販路が

拡大しました。  

  

9ページをご覧ください。ホールセール部門の概要です。 
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収益は1,789億円、前期比6%の減収となりました。 

これは、10月の急激な金利の低下や、ボラティリティの急上昇を受けて、トレーディ

ング環境が悪化し、欧州・米州のフィクスト・インカムが大幅な減収になったことが要

因です。 

エクイティや、インベストメント・バンキングは前期比で増収 

また地域別には日本とアジアが好調でしたが、欧州と米州の減速や、取引量拡大に

よるコストの増加などで、ホールセール部門の税前利益は5億円、前期比98%の減

益となりました。 

  

次に、ビジネスライン毎の状況です。 

10ページをご覧下さい。 
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グローバル・マーケッツの収益は1,497億円、前期比11%の減収でした。 

フィクスト・インカムの収益は763億円、前期比27%の減収。日本の金利、アジアの

為替は好調でしたが、欧州や米州の金利・クレジットを中心に苦戦しました。 

エクイティの収益は735億円、前期比15%の増収。グローバルに市場売買高が回

復し、キャッシュ・ビジネスが好調でした。 

地域別にみますと、欧州、米州が減速、一方で日本とアジアは大幅増収となり、特

にアジアは2009年4月以降で最高の四半期収益を計上するなど、注力するエマー

ジング関連ビジネスを中心に顧客フランチャイズが着実に拡大しています。 

  

11ページをご覧ください。インベストメント・バンキングです。 
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収益は292億円、前期比30%増収となりました。 

インベストメント・バンキングのグロス収益は527億円。日本、海外ともに前期比、

前年同期比で増収になっています。 

日本では大型IPO案件やCB案件などを獲得し、リーグテーブルでは、高いシェアを

維持しています。 

海外では、欧州・米州が収益に大きく貢献しました。 

特に第3四半期は、右側に記載している1兆円超の案件をはじめ、日本企業が絡

まない、いわゆる外＝外のクロスボーダーM&A案件や、エクイティ・ファイナンスな

ど、高プロファイルな案件を多数獲得しました。特に、プラットフォームを拡大して

いる米州や、注力するフィナンシャル・スポンサー等のセクターで、着実に実績が

積み上がっています。 

こちらに記載しているM&A案件の多くは第4四半期以降のクロージングを予定して

おり、今後の収益貢献を見込んでいます。 

  

コストについてご説明します。12ページをご覧ください。 
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第3四半期の全社コストは3,089億円、前期比で3%増加しました。 

これは円安の進行によるもので、為替インパクトを除く全社コストは、僅かながら減

少しています。なかでも、人件費が下がっていますが、これはホールセール部門の

業績に応じて、賞与引当を抑制した為です。 

  

バランスシートについてご説明します。13ページをご覧ください。 
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資産合計は44.1兆円、当社株主資本は2.7兆円となりました。 

バーゼル3ベースのTier 1およびTier 1コモン比率はともに12.5%、主に円安の影響

でリスク調整後資産が増加した事により、9月末の12.7%から若干低下しました。 

12月末のバランスシートに2019年の出口基準を当てはめたTier 1比率は11.7%、引

き続き、高い水準を維持しております。 
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最後になりますが、営業部門では、ビジネスモデルの変革が着実に前進し、それがア

セット・マネジメント部門に波及するなど、マネジメントとして、手応えを感じる四半期と

なりました。 

  

一方、ホールセール部門は、10月の難しいトレーディング環境を受けて、欧州・米州

のフィクスト・インカムが振るわず、低調でした。従前からではありますが、引き続き、

ビジネス・ポートフォリオのレビューを行い、当社の強みがある分野、あるいは、ビジ

ネスの拡大が見込める分野に経営資源を配分していきたいと思います。 

  

前期中にあったMoody’s社による格上げは、既に追い風となりつつあります。また既

にご覧いただいたように、インベストメント・バンキングでは、注力する分野で楽しみな

案件が積み上がってきています。今後も、顧客ビジネスのより一層の拡大を図り、収

益性の向上に努めて参ります。 

  

以上、2015年3月期・第3四半期決算につきご報告致しました。 
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